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■　 次ページ 　「 人権の小窓」（ ２ ８ ６ ）

　 　「 最近の親は甘い」 と いう 前に

　 　 　 ーその背景を想像するこ と から 始まる子育て支援ー
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｎ Ｐ Ｏ 法人ほっ ぺ代表　 大森奈津子　

■ 裏ページ ・ ３ 月隣保館カ レ ンダー・ 人権リ ーダー育成講座

　 　 　 　 　 　 ・ 令和7年度編集後記
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核家族化の進行や地域社会のつながり の希薄化など により 、 子育てに悩みを 抱

え孤立感を 募ら せる親が増えています。 今回の「 人権の小窓」 は、 そのよう な

親に寄り 添 い、 子育て支援や居場所づく り に取り 組んでいる市内「 Ｎ Ｐ Ｏ 法人

ほっ ぺ」 代表、 大森奈津子さ んの提言を お届けし ます。　 　 　 　 　

https://www.city.


　 スーパーマーケッ ト で、 床に寝そべっ て泣き 叫ぶ幼

い子ども 。 そのそばで、 母親が静かに声をかけながら

寄り 添っ ている姿を見かけるこ と があり ます。 多く の

方が「 ど う し て 叱ら な い のか？」 「 最近の親は甘

い！」 と 感じ るかも し れません。 し かし 、 子育て支援

の仕事で長く 乳幼児親子と 過ごし てき た私には、 少し

違う 光景と し て映り ます。

　

　 幼い子ど も にと っ て、 ス ーパーマ ーケッ ト は刺

激が強く 、 心が処理し き れなく な る 場所で ある こ

と があ り ま す。 大人が思う 以上に 、 あ の場所は

「 がんばり すぎて いる 子ど も 」 の心が表に出やす

い場所な ので す。 泣き 叫ぶのは、 わがまま で はな

く 未熟な心が出せる精いっ ぱいのSOSです。

　

　

　 そし て 、 それに向き 合っ ている 親も また、 「 あ

ーま たか！」 と 思いな がら 、 実はSOSを 出し たい

ほど あせっ て いる のです。 叱ら な いのではな く 、

叱っ ても こ の場は落ち 着かないこ と を 知っ て いる

から こ そ静かに寄り 添っ て いる 。 私は現場で 、 そ

の大変さ を 何度も 見てき まし た。

　 こ こ で、 ぜひ想像し ていただきたいのです。

　 今の親子を 取り 巻く 環境は、 昔と は大き く 変わ

っ ています。 家に帰っ て、

　 「 今日スーパーで大変だっ たんだよ」

と 気軽にこ ぼせる 相手が、 今の親にはほと んどい

ません。 核家族が普通になり 、 実家は遠く 、 頼り

たいと き にすぐ 頼れない。

　

　

「 最近の親は甘い」 と いう 前に
ーその背景を想像するこ と から 始まる子育て支援ー

NPO法人ほっ ぺ　 代表　 大森奈津子

大森奈津子（ おおもり なつこ）

保育士・ 子育て支援カ ウンセ

ラ ー。 神戸の私立幼稚園に勤

務後、 子育てを経て三木市立

幼稚園、 さ ら に市内児童館で

経験を積む。 保育と 支援の両面から 親子

に寄り 添う 活動を続け、 地域の中で安心

し て 過ご せる 場づく り を 目指し 、 NPO

法人ほっ ぺを立ち上げ現在も 精力的に活

動し ている。
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い」 と 断じ てし まう のではなく 、 その背景に

ある事情や気持ちを 想像するこ と を 求めたの

です。

　

　 私は子育て支援の現場にいる者と し て、 こ

う 考えています。

　 泣いている子ども 、 その子に寄り 添う 親、

その様子を 見たと き に、 ほんの少し 「 大変だ

よね」 と 心の中でつぶやいても ら えるだけ

で、 その親子は救われます。

　

　

　 子ども も 親も 、 社会の中で安心し て存在で

き るこ と 。 そのためには、 私たち大人が、 目

の前の“ 行動” だけでなく 、 その“ 背景” を

想像する努力を持つこ と が欠かせません。

　

　 井戸端会議も ない、 ご近所づき あいも だん

だん少なく なっ ている今、 「 他人の子」 と 思

う のではなく 、 「 未来を 築いていく 子ども た

ちを 、 愛いっ ぱいの社会で育てていこ う 」 。

こ れから の時代に必要な「 子育て支援」 の形

なのだと 、 私は思っ ています。

　 また、 たと え近く ても 、 祖父母世代はまだ

働いていて、 忙し く し ています。

　 「 ちょ っ と 聞いてよ！今日、 お菓子売り 場

のど真ん中で、 こ の子泣き 叫んだんだよ ー！

も う 恥ずかし かっ た」

　 その何気ない一言を 伝える人が身近にいな

い――。

　 孤立感の中、 親は公共の場で子ども と 向き

合っ ています。

　 だ から こ そ 、 あの一場面を 「 甘やかし 」

「 し つけ不足」 で片付けてし まう と 、 親子を

さ ら に追い詰めてし まう のです。 昔は、 そう

ではあり ませんでし た。 近所に相談でき る人

がいて、 周り の大人同士が自然に子育てを 支

え合っ ていまし た。

　

  

　 も し 、 スーパーでそんな光景があっ たと し

たら 、

「 アラ ！大きな声で何泣いてるの？」

などと 、 温かい一言を 残し ながら その親子を

見守るこ と も あっ たのではないでし ょ う か？

　 し かし 今の親たちは、 ほと んど一人で子育

てを 抱えています。

だから こ そ、 昔の基準で「 甘い」 「 礼儀がな

 　

「 NPO法人ほっ ぺ」 は、 時代の変化や家族のかたち に

合わせて、 すべての親子の「 今」 に寄り 添う 場所です。

　 子育て の悩みや迷い、 成長の喜びを 一人で 抱え 込ま

ず、 安心し て立ち 寄れる 居場所であり たいと 考えていま

す。 乳幼児期から 学童期まで、 その時々に必要な関わり

やサポート を 大切にし ながら 、 親も 子も 自分ら し く 過ご

せる時間を 一緒につく っ ていき ます。

ほっ ぺ公式ホームページ　

https://hoppe-npo.com /

https://hoppe-npo.com/
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隣 保 館 カ レ ン ダ ー隣 保 館 カ レ ン ダ ー月月
日　 　 　 　 　 　 月　 　 　 　 　 　 　 火　 　 　 　 　 　 水　 　 　 　 　 　 木　 　 　 　 　 　 金　 　 　 　 　 　 　 土

三同教の「 ２ ０ ２ ６ 年度じ んけんカ レンダー」

が完成し まし た。 公共施設や各自治会に配付い

たし ますのでご活用く ださ い。

令和7年度編集後記
　 １ 年間ご 愛読賜り あり がと う ござ いまし た。 本年度は、 三木市立総合隣保館

の取組を はじ め、「 人権の小窓」 欄で、 人と 人と の温かいぬく も り が感じ ら れる

人権尊重のまちづく り を 目指し て活躍さ れている三木市内の各市民グループ や

行政・ 教育関係機関の諸活動、 人権に関する 知識・ 理解を 深める 学識経験者の

提言等を 掲載いたし まし た。 ご寄稿いただいた執筆者に感謝いたし ますと と も

に、 市内の人権ネッ ト ワーク が広がるこ と を 願っ てやみません。 読者の皆様の

ご意見・ ご 要望を お寄せく ださ いま すよう お願いいたし ます。　

　（ 編集担当　 澤田　 薫： 人権教育指導専門員）

人権リ ーダー育成講座を開催
　 人権推進課・ 教育委員会共催事業「 人権リ ーダー育成講座」 を2月4

日（ 水）、 市立中央図書館で開催し まし た。 市内各公民館長・ まちづく

り 担当や人権教育指導員ほか市内人権教育・ 啓発を推進する指導者・

一般市民ら 約40名が参加。「 参加型学習で人権を学ぶ～マイク ロアグレ

ッ ショ ンを中心に～」 をテーマに、 大阪教育大学名誉教授、 森　 実さ

んと 、 アジア太平洋人権情報センタ ー（ ヒ ュ ーラ イ ツ大阪） 研究員、

朴　 利明さ んお二人の講義を受けまし た。

セッ ショ ンⅠ（ 森さ ん）
　「 なぜ人権を 学ぶのに参加型学習
なの？」
参加型学習の活動例「 伝言実験」 を
参加者が体験。 差別が不確実な伝言
や「 う わさ 」 により 伝播・ 拡大する
こ と を 体験的に学びまし た。

セッ ショ ンⅡ　 (朴さ ん）
「 マイクロアグレッ ショ ンを知る」
「 それはあなたの気にしすぎ」 と言う
前に～日常の見過ごされやすい差別(マ
イクロアグレッ ショ ン） を学ぶ
さ まざまな事例をも と に、 多数派と
少数派の受け取り 方の違い等につい
て学習し まし た。
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